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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸からイノシトール1,4,5-トリスリン酸とジアシルグリセロールの生成を触媒します。この反応はカルシウムを補因子として利用し、受容体型チロシンキナーゼ活性化因子の細胞内伝達において重要な役割を果たします。例えば、SRCによって活性化されると、このタンパク質はRasグアニンヌクレオチド交換因子RasGRP1をゴルジ体へ移行させ、そこでRasを活性化します。また、このタンパク質はヘパリン結合成長因子1（酸性線維芽細胞増殖因子）活性化チロシンキナーゼの主要基質であることも示されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見出されています。 [RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：1-ホスファチジル-1D-ミオイノシトール4,5-ビスリン酸 + H(2)O = 1D-ミオイノシトール1,4,5-トリスリン酸 + ジアシルグリセロール、補因子：カルシウム、ドメイン：SH3ドメインはCLNKとの相互作用を媒介します（類似性による）。 SH3ドメインはRALGPS1との相互作用も媒介します。,機能:PLC-γは、ヘパリン結合成長因子1（酸性線維芽細胞成長因子）活性化チロシンキナーゼの主な基質です。,PTM:PLC-γ-1およびPLC-γ-2の受容体媒介活性化には、さまざまな成長因子受容体および免疫系受容体のライゲーションに応答したチロシンキナーゼによるリン酸化が関与しています。,PTM:活性化T細胞でCBLBによってユビキチン化されます。,類似性:1つのC2ドメインを含みます。,類似性:1つのEFハンドドメインを含みます。,類似性:1つのPHドメインを含みます。,類似性:1つのPI-PLC Xボックスドメインを含みます。,類似性:1つのPI-PLC Yボックスドメインを含みます。,類似性:1つのSH3ドメインを含みます。,類似性: 2 つの PH ドメイン。,類似性:2 つの SH2 ドメインを含みます。,類似性:3 つの PH ドメインを含みます。,サブユニット:SH3 ドメインを介して AGAP2 と相互作用します (類似性による)。TCR が活性化されるとリン酸化 LAT と相互作用します。SH3 ドメインを介して TNK1 の Pro リッチ ドメインと相互作用します。B 細胞抗原受容体依存的に BLNK、VAV1、GRB2、および NCK1 と会合します。活性化 T 細胞の CBLB と相互作用し、リン酸化を阻害します。SHB と相互作用します。SH3 ドメインを介して KHDRBS1/SAM68 の Arg/Gly に富んだ隣接する Pro リッチ ドメインと相互作用します。この相互作用は、KHDRBS1/SAM68 のアルギニン メチル化によって選択的に制御されます。INPP5D/SHIP1 および CLNK と相互作用します (類似性による)。RALGPS1 と相互作用します。 HEV ORF3タンパク質と（SH3ドメインを介して）相互作用します。
	研究分野
	イノシトールリン酸代謝、ErbB_HER、カルシウム、ホスファチジルイノシトールシグナル伝達システム、VEGF、ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害性、T細胞受容体、FcイプシロンRI、FcガンマRを介した貪食作用、白血球経内皮遊走、神経栄養因子、コレラ菌感染症、ヘリコバクターピロリ感染症における上皮細胞シグナル伝達、癌の経路、神経膠腫、非小細胞肺癌。
	画像データ
	

	PLCG1（リン酸化Tyr783）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	PLCG1（リン酸化Tyr783）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	EGF 200 ng/ml 30分処理したCOS7細胞ライセートのPLCG1（リン酸化Tyr783）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化PLC γ1（Y783）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

